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今金保育所の予供たち16名が、函館開発建

設部会金潤川事業所(所長荒井博明)前の

後志利別川にサケの稚魚を放流しましだ。

稚魚、は、人工ふ化し疋ものを、「後志利別川

清流保護の会」の皆さん巴よって河川事業所

内の水槽で体長 4~ 5cmまてや育てられたちの

です。 国語圏
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取豆期人間ドッ竺l受診のご案内

口対象者今金町国民健康保険に

加入されている方

口対象年齢満30歳以上の方

口受診料 5.000円

口受診病院今金町国保病院

口受診日 毎週火曜日・木曜日の

希望される日

口検査内容

①呼吸器検査

②心電図検査

③胃腸検査

(胃カメラかバリウムの選択可)

④肝 ・勝機能検査

⑤脂質検査

⑥糖尿病検査

⑦腹部超音波検査

⑧尿一般検査

⑨腎機能検査

⑩血液一般検査

⑪眼底検査

⑫聴力検査

検診後は保健婦がサポート

受診された方につきましては、保

健婦が検査結果をもとに個々にあっ

た健康相談・指導をグループあるい

は家族単位でも行います。プライパ

シーは完全に守られていますので、

どうぞお気軽にご相談下さい。

I ~異常なし」はわずか 2 人
平成12年度の「短期人間ドック」受診状況

2.診断総合判定結果

|異常なし|要指導|要医療 |

| 2 15 17 

I~ 伽の方は
もっと受診を!

年齢階層別に見ると、 60歳以上の方の受診

が多く、健康管理に対する個人の意識が高い

ものと考えます。反対に30歳から40歳の方の

受診率が低く、今後さらに健康に対する意識

啓発を促すと同時に、皆様もあらためて健康

管理に意識を傾けてはいかがでしょうか。ま

た、判定結果を見ると、 「異常なし」と診断さ

れたのは 5%の2名だけで、 45%の15名は「要

指導j、50%の14名が「要医療」と身体的に健康

な方が非常に少ないという結果がでました。

「短期人間ドックjは疾病の早期発見・早期治

療をするための自己管理の第一歩です。日頃

健康と思っている方もぜひ一度受診されては

いかがですか。

。お問い合わせ ・申込先

総合福祉施設 「としべつJ内

保健福祉課国保係 B 2 -2780 (内線212)
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車いす
特殊寝台
歩行器など

高..陣..俣病"の
湿@により、鏑・t・置
を必Eと，る佳毘@方
で公的・8付や介・g援般
のIIIM"'''<l>貸与を!i!
mでい~い方.

怠側側、掛嚢ゆ舗祉制がおり家ほら

不要となっだ福祉機器の提供lこご協力ください

圃福祉機器リサイクル・ネットワーク

不要となった福祉機器を市町村・市

町村社会福祉協議会を通じて必要とし

ている方に無償で提供するシステムで、

市町村と社会福祉協議会が道内一円で

リサイクル・ネットワークをつくりま

した。

福祉機器を提供できる方、また、譲り

受けたい方は登録が必要です。

登録には次のような「約束ごと」があ

りますので、ご注意願います。

【約束ごと】
譲受希望者 両齢、障害、疾病等の理由により福祉機器を必要とする住民の

(対象者) 方で公的給付や介護保険の福祉用具の貸与を受けていない方。

不要となった福祉機器を無償で提供される方、福祉機器を必要

登 主主 とされる方は、総合福祉施設「としべつ」内保健福祉課または社

会福祉協議会に登録してください。

福祉機器の 福祉機器は譲受人が決まるまで、提供者に保管していただきま

保 管 す。

福祉機器の 提供される方に福祉機器の取り扱い方法を譲受人(家族など)

取り扱い に説明していただきます。

運 搬 福祉機器の引取時の運搬や備え付けは譲受人(家族など)にし

備え付け ていただきます。

消毒・修繕 譲受け後の消毒や修繕等は譲受人にしていただきます。

福祉機器リサイクル・ネットワークは、提供者と譲受希望者を
お引き合わせするお手伝いをさせていただきます。

登録・お問い合わせ先

総合福祉施設「としべつ」内

・保健福祉課介護福祉係、社会福祉協議会 2'l2-2780 
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業
委

会
だ
よ
り
」

全
国
表
彰
受
け
る

全
国
農
業
新
聞
で
は
、
農
業
委

員
会
が
発
行
す
る
広
報
紙
の
奨
励

と
相
互
研
鏑
を
図
る
た
め
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
を
平
成
6
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
第

7
回
「
農
業
委
員
会
だ
よ

り
」
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
は
各
都
道
府
県
か

ら
ぬ
の
広
報
紙
が
勢
揃
い

し
、
「
い
ま
か
ね
農
業
委
員

会
だ
よ
り
」
が
全
国
農
業

新
聞
貨
を
受
賞
し
ま
し

た。
「
い
ま
か
ね
段
業
委
員

会
だ
よ
り
」
は
昭
和
同
年

か
ら
発
行
さ
れ
、
年
1
回、

町
内
の
全
農
家
に
農
協
を

通
じ
瑚
部
、
関
係
団
体
な

・

ど
に
川
部
配
布
さ
れ
て
い

-

ま
す
。

今
回
受
賞
し
た
の
は
、
今
年
の

1
月
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
、
編

集
委
員
長
の
上
回
喜
三
男
さ
ん
を

中
心
に
同
月
か
ら
ロ
月
ま
で
の
問
、

6
回
ほ
ど
集
ま
り
編
集
作
業
を
行

っ
た
そ
う
で
す
。

編
集
委
員
長
の
上
回
さ
ん
は

「
表
彰
の
対
象
に
な
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
農
家

と
の
接
点
が
縮
ま
り
、
よ
り
身
近

な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。
」
「
で

， 

• • 

統
計
功
績
者
表
彰
受
防
空
@

虞

平
成
ロ
年
度
統
計
功
績
者
と
し

て
今
金
町
字
豊
田
に
お
住
ま
い

の
、
度
津
功
さ
ん
が
平
成
同
年
3

月
引
日
付
で
総
務
大
臣
か
ら
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

;畢

功
さ
ん

(73歳)

今
回
の
表
彰
は
、
昭
和
初
年
か

ら
平
成
ロ
年
ま
で
計
附
回
の
国
勢

調
査
に
調
査
員
と
し
て
従
事
さ
れ

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

4

月
お
目
、
そ
の
伝
達
式
が
役
場
で

行
わ
れ
村
本
町
長
か
ら
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

康
相
停
さ
ん
が
調
査
員
と
し
て
従

事
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
初
年
に
行

わ
れ
た
北
海
道
常
住
人
口
調
査

で
、
居
住
し
て
い
る
豊
田
地
区
を

担
当
し
ま
し
た
。
般
家
地
帯
で
あ

る
豊
田
地
区
は
、
日
中
段
業
に
従

事
し
て
い
る
方
が
多
く
、
調
査
は

主
に
夜
間
に
行
う
な
ど
大
変
な
ご

苦
労
を
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
こ
の
他
に
も
各
種
調
査

に
従
事
さ
れ
た
回
数
は

ω回
を
超

え
、
北
海
道
知
事
か
ら
統
計
功
労

者
と
し
て
5
年
級
(
昭
和
幻
年
)
・

川
年
級
(
昭
和
初
年
)
・
初
年
級

(
昭
和
灯
年
)
表
彰
、
昭
和
幻
年
に

は
社
会
貢
献
貨
を
受
賞
さ
れ
て
い

ま
す
。

き
れ
ば
も
っ
と
古
い
デ
l
タ
が
ほ

し
か
っ
た
。
」
と
語
っ
て
い
ま
し

た。
ま
た
、
田
中
春
次
会
長
は

「編

集
委
員
が
頑
張
っ
て
く
れ
た
お
か

げ
、
全
国
表
彰
を
受
け
た
こ
と
は

大
変
う
れ
し
い
。
」
と
喜
び
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。

比
海
道
股
業
会
議
で
は
「
い
ま
か

ね
股
業
委
員
会
だ
よ
り
」
を
北
海
道

の
代
表
と
し
て
推
関
し
た
理
由
を

「地
域
に
密
着
し
た
テ
l
マ
に
つ
い

て
情
報
提
供
を
主
眼
に
農
業
委
員

事
務
局
職
員
の
み
で
編
集
発
行
を
行

っ
て
い
る
。

州
民
地
の
問
題
に
重
点
を

置
い
た
売
買
価
格
・標
準
小
作
料
の

紹
介
と
分
析
、
農
地
法

・
税
制
に
つ

い
て
絞
り
込
ん
だ
記
事
が
特
色
で
、

特
に
暦
年
で
の
農
地
の
移
動
状
況
に

つ
い
て
は
毎
号
掲
載
し
農
地
年
報
的

資
料
と
し
て
の
活
用
が
で
き
る
な

ど
、
成
業
委
員
会
の
持
つ
情
報
を
積

極
的
に
提
供
し
て
い
る
。
」
と
し
て

い
ま
す
。

E
成
日
年
度
今
金
町
納
税
貯

一、
一
蓄
組
合
長
会
議
が
4
月
幻

日
消
防
庁
舎
の
会
議
室
で
開
催
さ

れ
御
影

・
鈴
川

・
春
日
井
の

3
組

合
が
村
本
町
長
か
ら
納
税
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
し
た
3
組
合
は
平

成
8
年
度
か
ら
は
年
度
の

過
去
5
年
間
、
川
%
の
収

納
率
を
維
持
し
て
い
ま

す。

平
成
ロ
年
度
の
納
付

状
況
は
、
初
組
合
中
切
組

合
が
削
%
完
納
し
ま
し

た
。
全
体
で
は
普
通
税
が

w
・
6
%
(
対
前
年
か
ら

0
・
5
%
減
)
、
国
保
税
が

川町
・8
%
(
対
前
年
の

0
・

5
%
泊
)
と
い
う
状
況
で

し
た
。

3組合納税表彰受賞
御影・鈴川 ・春日井

御影納税貯蓄組合

昭和'17年 8月に組合を設立
し、昭和60年に町長表彰を受賞
し、今回が2回目の受賞となり
ます。

んさ勝義

思
曲

、
t
'

井

鳴
坂
町
山

l
t向

故

G
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阪井議員やすらかに|

今
金
町
議
会
議

員
の
阪
弁
義
勝
さ

ん
が
2
期
目
途
中

に
し
て
4
月
M
目、

今
金
町
国
保
病
院

で
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

町
内
の
隆
憧
寺
で
初
日
葬
儀
が

し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
、
弔
問

に
訪
れ
た
関
係
者
は
故
人
と
の
最

後
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し

た。
阪
井
さ
ん
は
昭
和
7
年
に
字
八

束
に
生
ま
れ
、
昭
和
幻
年
3
月
今

金
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
同
年
9

月
に
今
金
町
内
民
業
協
同
組
合
に
就

職
し
昭
和
臼
年
ま
で
勤
め
ら
れ
ま

し
た
。平

成
3
年
に
は
住
民
の
信
望
を

得
て
、
誠
会
議
員
と
し
て
初
当
選

• • 昭
和
灯
年
4
月
に
組
合

を
設
立
し
、
昭
和
的
年
に

町
長
表
彰
を
受
賞
し
、
今

回
が
2
回
目
の
受
賞
と
な

り
ま
す
。

間ト
昭
和
幻
年
l
月
に
組
合

を
設
立
し
、
昭
和

ω年
に

町
長
表
彰
を
受
賞
し
、
今

回
が
2
回
目
の
受
賞
と
な

り
ま
す
。

y 

さ
れ
、
総
務
・
文
教
常
任
委
員
、
広

報
発
行
特
別
委
員
、

2
期
目
と
な

っ
た
平
成
H
年
に
は
民
生
・
福
祉

常
任
委
員
、
議
会
運
営
副
委
員
長
、

監
査
委
員
と
し
て
議
会
の
運
営
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和

ω年
か
ら
は
末
広
町
の
町

内
会
長
と
し
て
務
め
ら
れ
、
そ
の

明
る
い
人
柄
は
町
内
行
事
な
ど
周

り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
存
在
で

し
た
。
平
成
問
年
に
は
同
年
表
彰

を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
元
年
同
月
か
ら
は

瀬
棚
地
区
保
護
司
会
今
金
分
区
の

理
事
と
し
て
、
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
を
は
じ
め
と
す
る
犯
罪

予
防
活
動
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た。
阪
井
議
員
の
ご
冥
福
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。や

す
ら
か
に

長
年
の
活
動
に
感
謝
状

鈴川納税貯蓄組合

道
路
愛
護
組
合

今
金
町
内
に
あ
る
附
の
道
路
愛

畿
組
合
は
、
戦
後
の
混
乱
期
に
始

ま
り
、
半
世
紀
も
の
長
き
に
わ
た

り
町
の
道
路
愛
護
活
動
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
昭
和
総
年
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
多
く
の
組
合
が
知
事
表
彰
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
時
代
の
移
り
変
わ

り
に
よ
り
、
道
路
愛
護
組
合
は
一

つ
の
区
切
り
を
つ
け
る
こ
と
と
な

り
、
長
年
に
わ
た
る
活
動
に
敬
意

を
表
し
5
月
2
目
、
役
場
に
お
い

て
村
本
町
長
か
ら
各
組
合
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

春日井納税貯蓄紐合

受
賞
組
合
は
次
の
と
お
り

花
石
.
中
盟
、
上
稲
川
、
金
文
、
光
台
、

御
影
、
八
鈴
、
八
束
、
金
原
、
盛
岡
、
神

丘
、
神
丘
中
台
、
春
日
剤
、
日
進
、
奥

沢
、
住
吉
の
同
道
路
愛
態
組
合
で
す
。
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ハーモ=カでいきいき

5
月
げ
目
、
恒
例
と
な
っ

た
今
金
第
1
・
第
2
老
人
ク

ラ
ブ
の
花
見
が
部
員
約

ω人

が
集
ま
り
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

席
上
で
、
昨
年
U
月
日
日
結

成
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
架

城
さ
ん
が
寄
贈
し
た

「
ハ
ー

モ
ニ
カ
ハ
ッ
ピ
ー
メ
ス
ク

ラ
ブ
」
と
書
か
れ
た
横
断
幕

の
前
そ
の
席
上
で
に
結
成
し

た
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
ク
ラ
ブ
が

「
春
の
小
川
」
な
ど

3
曲
を

披
露
。
月
2
回
の
練
習
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
の
音
色
で
息

も
ピ
ッ
タ
リ
で
し
た
。

現
在
部
員
は
初
人
で
第
1

老
人
ク
ラ
ブ
は
河
野
次
子
さ

今金第 1・第 2老人クラフ

ん
、
第
2
老
人
ク
ラ
フ
は
桂
川
ヨ

キ
イ
さ
ん
が
代
表
を
務
め
て
い
ま

す
。
ク
ラ
ブ
結
成
の
き
っ
か
け

は
、
昨
年
の

「と
し
ベ
つ
夏
祭
り
」

に
慰
問
に
来
ら
れ
た
栗
城
さ
ん
の

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
を
見
た
河
野
さ

ん
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
も
ぜ
ひ
や

っ
て
み
た
い
と
思
い
栗
城
さ
ん
に

依
頼
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
結
成
後

は
毎
月
第
1
・
3
水
曜
日
を
練
習

日
と
し
、
栗
城
さ
ん
か
ら
ド
レ
ミ

フ
ァ
ソ
ラ
シ
ド
の
基
本
的
な
指
導

を
受
け
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
き

に
栗
城
さ
ん
が
入
院
し
た
た
め
自

分
た
ち
で
練
習
を
積
み
重
ね
て
き

ま
し
た
。

退
院
し
て
か
ら
久
し
ぶ
り
に
ク

ラ
ブ
か
ら
招
か
れ
た
栗
城
さ
ん

は
、
既
に
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
4
曲
を
聴
か
さ
れ
、
あ
ま
り

の
上
達
ぶ
り
に
び
っ
く
り
し
た
そ

う
で
す
。

ク
ラ
フ
で
は
今
年
の
秋
頃
に
、

「せ
せ
ら
ぎ
」
「
豊
寿
園
」
等
の
福

祉
施
設
に
慰
問
し
た
い
と
意
欲
を

の
ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

ヲランターとベンチ設置
今金町商工会

ランドでの 1日を満喫
今金小の 3年生

今金小学校(校長和田高明) 3年生50人が5

月14日、春の遠足で神丘の愛指令ランド(代表

鷲野竹春)を訪れました。

多くの児童はこの日訪れるのが初めてとあって、

ランド内にある遊具やカヌ一、移動空中ブランコ

など存分に体験していました。児童たちは「楽し

また来たいJと大喜びでした。 t 

• • 

今金町商工会(会長 伴常雄)では、昨年迎え

た40周年事業の一環としてデ・モーレン前や各商

底等にプランターとベンチを21個設置しました。

プランターには、現在可愛いパンジーが植えら

れており、ベンチに腰をおろしながら話に花を咲

かせてはどうでしょうか。

今後、花の植え替え作業は高齢者事業団が受け

持ち、管理は設置先の方が行うことになっている

そうです。

ゃ
っ
た
大

園理由

美
利
河

今
金
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

(
会
長
郷
司
宏
昭
)
で
は
、
山
村

留
学
を
し
て
い
る
美
利
河
小
学
校

の
児
童
な
ど
に
釣
り
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
瀬
棚
町
の
美
谷
築

港
に
招
待
し
ま
し
た
。

美
利
河
か
ら
は
山
村
留
学
生
を

含
む
全
校
児
童
の
他
、
先
生
、
里

親
、
地
区
の
人
な
ど
お
人
が
参
加

し
ホ
ッ
ケ
釣
り
を
満
喫
し
ま
し

た。

中
に
は

5
匹
以
上
を
釣
っ
た

児
童
や
判
叩
を
超
え
る
大
物
を
釣

り
上
げ
た
児
童
も
い
ま
し
た
。

釣
り
道
具
や
昼
食
の
準
備
な
ど

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

リ
人
が
全
て
行
っ
た
も
の
で
、
そ

ん
な
苦
労
も
児
童
の
釣
っ
て
い
る

姿
を
見
る
の
が
何
よ
り
も
嬉
し
い

よ
う
で
す
。

A栗城敏雄さん
町内でメガネj古を経営。
ハーモニカを始めたきっ

かけは、小学校の学芸会で
4・54'前に本格的に始め
る。
昨年は、 「としベつ」や「盟

寿困jを慰問し、ハーモニカ
を演奏したり持参した歌詞
カードを提供し利用者と共
に歌ったりしています。
栗城さんは「利用者に喜

んでもらえることが一番う
れしい」と語る。
写真は昨年行われた24時

間キャンプライブでの傑子

室
一E

教
一判

全
一鰭

安
一期

通
語

交
一今

い、

物
足
!

小
の
児
童
釣
り
を
満
喫

5月9日、北海道今金高等養護学校(校長 虎尾

剛哉)では、生徒達に交通安全に関わる活動を通

5月9目、「子どもの事故ゼロjを願い今金幼稚

園のお母さん達で組織する「こぐまクラブjが、町

内約100ヶ所に今年も 「とまろう」と書かれた足型

を交差点などの歩道に設置しました。

町民の皆さんもよく見かけていると思います。

子供たちの事故を未然に防ぐためにも、大人の方

も「とまろう」の足型の前では立ち止まってくだ

さい。

て
一

つ
テ

ま
一ヴ

止
壬

勝
一こ

お
一

IIDI盟道南トッヲ
田横え始まる

道南トップをきり鈴岡下台の吉本富夫さんの水田では、

平年より 4日ほど早く田植えが始まりました。

• • 
この日は、4月6日に籾蒔をし12cmほどの丈までに成

長した「ほしのゆめ」の苗を、 8条植の田植機で約40ア

ールの水田に植えられました。

周りには既に代かきを終えた水田も多く見受けられ、

20日頃が最盛期となりそうです。

じ、ルールを守り、安全に歩行する態度を身につ

けてもらおうと、今金交番の協力を得ながら交通

安全教室を実施しました。

教室ではダミー人形を使った飛び出し事故の様

子を実際にトラック走らせ再現しました。引き続

き1年生は市街地を歩行しながら交通ルールなど

を肌で体験していました。

~'A'- 3j 、，
企本日の大物賞つ

(6) 

曲
が
ら
な
い
よ
う

に
慎
重
に
操
縦
す

る
後
継
者
の
辰
也

さ
ん
.

お
母
さ
ん
あ
り
が
と
う

今
金
郵
便
局
で
似
顔
絵
展

5
月
口
日
の
「
母
の
日
」
に
ち

な
み
、
今
金
郵
便
局
が
町
内
各
保

育
所
や
幼
稚
園
に
呼
び
か
け
お
母

さ
ん
の
似
顔
絵
を
募
集
し
ま
し

た。
似
顔
絵
は
、
神
丘
保
育
所
、
種

川
保
育
所
、
今
金
保
育
所
、
小
百

合
保
育
園
、
今
金
幼
稚
園
か
ら
問

点
が
集
ま
り
、

4
月
お
日
か
ら
5

月
日
日
に
か
け
今
金
郵
便
局
内
に

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

〕7
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高齢者事業団

国
道
沿
い
が
花
で
い
っ
ぱ
い
に

今
金
町
高
齢
者
事
業
団
(
理
事

長

長
浜
稔
)
が
、
花
が
咲
い
て

い
な
い
国
道
2
3
0
号
線
沿
い
を

何
と
か
し
よ
う
と
、
千
株
の
花
で

彩
っ
て
く
れ
ま
し
た。

5
月

6
日
、
雨
交
じ
り
の
悪
天

候
の
中
団
員

8
名
で
花
植
え
作
業

が
行
わ
れ
、
こ
の
日
出
来
な
か
っ

た
役
場
前
の
数
カ
所
を

9
日
に
行

い
ま
し
た
。

植
え
ら
れ
た
花
は
数
種
類
の
パ

ン
ジ
ー
で
、
事
業
団
が
昨
年
の
夏

に
種
を
蒔
き
、
こ
の
時

期
に
花
が
咲
く
よ
う
育

て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

作
業
は
す

べ
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
行
わ
れ
、

花
も
事
業
団
が
提
供
し

て
く
れ
ま
し
た
。

車
で
の
走
行
中
や
歩

行
中
に
花
が
咲
い
て
い

る
の
は
、
本
当
に
気
持

ち
の
い
い
も
の
で
す

ね。「
六
年
生
に
な
っ
て
の
決
意
」

八
東
小
学
校
六
年

大

場

ひ

と

み

私
は
、
六
年
生
に
な
っ
て
三
つ

が
ん
ば
り
た
い
事
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
勉
強
で
す
。
勉
強
の

中
で
も
特
に
国
語
と
社
会
科
に
力

を
い
れ
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

去
年
の
目
標
は
国
語
と
社
会
と
算

数
を
が
ん
ば
る
こ
と
で
し
た
。
算

数
は
、
考
え
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ

て
も
答
え
が
は
っ
き
り
き
ま
っ
て

い
る
の
で
、
が
ん
ば
っ
て
勉
強
し

て
い
る
う
ち
に
算
数
が
好
き
に
な

り
ま
し
た
。
社
会
科
は
、
今
年
歴

史
の
学
習
な
の
で
、
昔
の
事
を
い

っ
ぱ
い
知

っ
て
大
人
に
な
っ
て
、

誰
か
に
聞
か
れ
て
も
答
え
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
い
と
思

っ
て
い

ま

す
。
国
語
は
漢
字
を
し
っ
か
り
お

E 
。募集内容(高齢者の方大歓迎)

現在どこにも勤めていな くて、健康 で働く 意

欲のある人ならどなたでも。

働く時間は、本人の都合に合わせて行うこと

もできます。

働いた分の賃金は、もちろんお支払いいたし

ます。

。どんな仕事をつ

建物内外 の清掃・庭の手入れ、公園の草刈 り、

軽い土木作業

団員を募集!

詳しいことについては

今金町高齢者事業団

町民センターとなり(旧産業会館)

~2-3407 

• • 

ぼ
え
た
い
で
す
。
五
年
生
の
時
に

ぜ
ん
ぜ
ん
お
ぼ
え
ら
れ
な
か
っ
た

か
ら
、
六
年
生
で
い
っ
ぱ
い
お
ぼ

え
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
思
い

ま
す
。二

つ
目
は
、
八
束
小
学
校
で
や

る
い
ろ
い
ろ
な
体
験
学
習
で
す
。

今
年
も
、
も
ち
米
や
大
豆
や
じ
ゃ

が
い
も
を
育
て
、
収
か
く
し
た
後

で

「も
ち
作
り
」
や
「
豆
ふ
作
り
」

な
ど
を
楽
し
く
や
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ
い

ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
が
ん

ば
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た

て
割
り
班
で
活
動
す
る
の
で
、
低

学
年
に
「
こ
う
言
う
事
を
や
る
ん

だ
よ
。
」
と
か
教
え
て
あ
げ
た
い

で
す
。
小
学
校
生
活
最
後
の
体
験

学
習
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
の e噌.

八雲町
~北海道三大あんどん祭り~

.治!!JIIJ]ハぷ111'1':11日1・
八雲町の一大イベント。ねぷた絵やアニ

メキャラクターをデザインにそれぞれ仕掛

けなど 工夫を凝らした24台の山第が参加

を予定しており 本町商店街のメインス卜

リ トなどを賑やかに締り歩きます。

・日時 6 fl20日午陸7時30分

相生公園出尭

6月21日午後7時四分

八室町世場出発

・お問い合わせ先/実行委員会

(町教育委員会801376-3-3[3])

うまいサフォーク肉と うきしま

ワインに舌鼓をうって、楽しい一日

を過ごしませんか。

ウオークラリー、力ヌー試乗会、歌

謡ショ お楽しみ抽選会など催し

盛りだくさん。

.日 l侍 6月24日(日)午前11時~

.場所浮島公園(北柏山町字愛

知)

・お問い合わせ/北恰山町観光協会

(801378-'1-5401i) 

北槍山町
『浮島公固まつり』

瀬制町
6月8自発売開始

吟磁酒吟子物語 ~m埋み』
アイガモ股法で出革を一切使わずに栽培

した米を原料に無添加で酪造した瀬棚町産
純米酒 f時子物語jが誕生してはや 311が
経とうとしています。そんな中、皆さんが持
ちに持った吟干物語の時醸描 I1E'J!みJがつ
いに町内の各酒販匝で販売開始されます。
ぜひ味わってみてください.またおみやげ
や贈り物などにもお住いください。
・1曲格/ 1. 8 ~X 3.000円、 720、口1.650円
・お問い合わせ先/瀬棚町酒販庖組合
(事務間瀬畑町商工会内

801378ー7-3435)

「

で
、
何
で
も
す
ば
や
く
動
い
て
、

よ
い
経
験
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。一二

つ
自
は
、
児
童
会
の
活
動
で

す
。
今
、
前
期
の
役
員
と
し
て
、
学

習
委
員
長
と
学
級
委
員
長
を
や
っ

て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
仕
事
が
わ

か
っ
て
き
た
の
で
、
後
期
に
は
児

童
会
の
書
記
に
立
候
補
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
六
年
生
最
後
の

活
動
に
な
る
の
で
、
全
校
の
た
め

に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
う
か
ら
で

す。
こ
の

一二
つ
の
事
を
や
り
き
っ

て
、
小
学
校
生
活
の
よ
い
思
い
出

に
し
て
中
学
校
に
進
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

まずはお電話で1相談無料

E 1I1 ~，，， =.j司"'''~-:l~置E
E事 :ll'I耳拘置..... k~・!

祖談 日時 月曜日~金曜日(9:30-12:0ひ13:00-16:40)
弁護士欄篠田 智月第2-4木曜日(13:00-16:00)予的制 帽限無料薗僚のみ

保険金請手手続きなどについて
理門@侶股員合ご梱践に応じます.

• • ， 

場乙 No.38 

ーー「

仁 日割町 臆 石 町 文 戚 町
『毛がlζ』激安販売~ -1:$:足のツリーハウスl孟 大成町野曽場

おじゃまんべ毛がにまつり・ お子さんに大人気- {貝取潤渓谷キヤジ:l場)

『熊石町青少年旅行制』 四季折々の野の花が楽しめる遊歩道やイ l 

毛がに、かにめしの融安販売毛がに早企 l ワナ ヤマペを放流する川に固まれたキャ

い競争、毛がに争奪船ひき大会等々 、楽しい 1 ひらたない温泉あわびの湯に隣接した道 l ンプ場.同辺にはテニスコートなどのレク

イベント盛りだくさんです。 p 南屈指のキャンプ場。広大な芝生におおわ リェーション施設や温泉が楽しめる国民宿 i

また、かにのてっぽう汁も無料で用意し 1 lれ、ほどよく点在する樹木が爽やかな木陰 合あわび山荘があり、快適なアウトドアラ
をつくり出します。 イフが楽しめます。ておりますので、家脹そろってお越し下さ l
テニスコートやパットパットゴルフなど .場所/大成町字員取淵

し"

.1瑚間日/6月16日-17日
lの施設やバーベキューコーナーーケビンな .1向l用料金/大人200円。小中学生100円

.場所/ふれあい公幽
lどテ/卜を張っても日棉りでも十分満足い テント 5人以下 i張300円
lただけます。 テント 6人以下 l慌ijlQ円

-お問い合わせ先/実行書員会 l・お問い合わせ先/官理棟 -お問い合わせ先/大成町役時産業献
801377-2-2270 ， (包o1 :~!J 8-2- 3716) (801 :198--1-5511 内組223)

(8) 

]リド-JL交涜ネットワーヲ陪報

道立広域公閣の名称を募集
平成17年一部供用開始予定で、八雲町に道立広域公園の設置が予

定されています。

この公園は、八雲町のケンタッキーの向かい側で、内?甫j曹を望む

小高い丘となっており、景観のすばらしい所です。 「すてきな風景と

出会う、体験と交流の丘j をコンセプトにふさわしい名称を募集し

ます。

。名称の条件/

①名称の最初に「北海道立」文は「北海道Jを使用してください。

②字数は①を除き、漢字、ひらがな、カタカナを問わず「公園」か

「パーク」を含んだ 10文字以内とします。

。応募方法/官製はがきかFAXでお一人様何点でも応募できます。

(1枚につき l作品の応募となります。)

。記載事項/①名称とその理由、②名前、③郵便番号、④住所、⑤

年齢、⑥性別、⑦職業(学生の方は学校名)、⑧電話番号の 8項目

を明記してください。

。賞/最優秀賞(l名)記念、植樹、記念品優秀賞 (2名)記念品

。応募期日 平成13年 6月初 日(当日消印有効)

主催/道南圏 S-2地域道立広域公園推進協議会北海道函館土木

現業所

宛先、お問い合わせ先

八雲町役場建設課都市計画係
干049-3192 山越郡八雲町住初田Jl38番地

TEL 01376 -2-2111 FAX 01376-2-2120 

(社)日本繍密保隙崎会北蒲道支偲 URLhtlO刈W州 即 po.OI.jp

俳 句

11連2遣い春E仁"
休き句〈雷R王す

ひに集与の立だ
縁Eに 二に ち

こな飽ぁ度 どの

Eきく 固め風土
家かこは 車与

Z業Zと軽2の
花Eもく嘆5

2はな遠主 く
重量はきざ春2
に春2 か~~

愁主 り番目

阪 佐 芳大

井藤賀谷

み 朝 あ長
き

え子え陪

岡山叫利目IJ
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新「鮮」力でパワー?ツブ!!

平成14年3月新規学校卒業者(中学 ・高校)の

求人申込は、 6月20日から受理を1m始いたしま

す.

新規学校卒業者の多くは地元での就職を希望し

ておりますが、地元企業の求人の遅れから多くの

若い人材が地元を離れて就職しています。

企業や地域を活性化させる若年労働力の確保の

ため、 早期lに採用計画を立てて、早めにハローワ

ークへ求人申込みされますようお願いいたしま

す。

なお、新規学校卒業者(中学 ・高校)に係る選

考日程等は、下記のとおりとなっております。

記

l 新規中学校卒業者に係る選考日程等

I[) ~K人受底1 日目立古 6月20日から

121 求人以(控)の交付 7月l日から

131 般的・ i盟考開始 12月l日から

2 新規高等学校卒業者に係る選考日程等

I[) 求人受付開始 6月20日から

121 求人票 (控)の交付 7月 l日から

131 推部開始 9月5日から

141 選考開始 9月16日から

※詳細つきましては、

ハローワーク函館 職業相談第2部門

[学卒担当1(80138-26-0735 内線449)
へお問い合わせ願います。

新
規
学
校
卒
業
者
の
求
人
は
お
早
め
に

1
L

税務職員募集
札幌国税局では、税務職員を募集しています。

人事院が実施する国家公務員採用 E種試験

(税務)の最終合格者の中から採用されます

が、採用試験の概要は次のとおりです。

自

7
Q

車消
防
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

まで

札幌第三合

。受験資格

昭和56年 4月 2日か らl昭和59年 4月 1日

までに生まれた方。

。試験の程度

高等学校卒業程度

。受験申込受付期間

6月20日(水) から 6月27日(水)

。受験申込先

人事院北海道事務局

干060-00'12

(札幌市中央区大通西12丁目

同庁舎)

」

今
金
町
消
防
団
総
合
演
習
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

。
日
時

・
6
月
M
日
(
日
)

・
午
後
l
時
∞
分
か
ら

。
会
場

・
今
金
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
の
場
合
は
総
合
体
育
館

ハ口
l
ワ
ー
っ
か
ら
の

お
知
ら
せ

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。

な
お
、
北
袷
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
日
に
職
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
一
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
平
成
は
年
6
月
分

・
6
月
幻
日
(
水
)

午
後
1
時
1
午
後
5
時

・
6
月
お
日
(
木
)

午
前
9
時
ー
は
時

• • 

。
連
絡
先

[
北
約
山
職
業
相
談
室
】

8
0
1
3
7
8
4
I
5
7
2
4
 

[ハロ
l
ワ
ー
ク
函
館
]

8
0
1
3
8
2
6
0
7
3
5
 

{ハロ
1
ワ
l
ク
八
雲
]

8
0
I
3
7
6
2
2
5
0
9
 

無
料
で
相
談

特
設
人
権
困
り
ご
と

心
配
ご
と
相
談
所

6
月
i
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す

こ
の
日
に
ち
な
み
6
月
l
日
か

ら
初
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
制
度

普
及
月
間
」
と
し
て
、
今
金
町
で

も
次
の
と
お
り
相
談
所
を
開
設
い

た
し
ま
す
。

。
日
時
V
6
月
比
日
(
水
)

V
午
前
川
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

。
会
場
V
町
民
セ
ン
タ
ー

。
相
談
内
容
V
児
童
・
生
徒
の
い

じ
め
、

家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
、
借

地
借
家
、
不
動
産
、
登
記
、
相
隣

関
係
等
身
近
な
法
律
問
題
や
心
配

こ
と

。
相
談
相
当
者
V
人
権
燐
議
委 。申込用紙の請求などなど詳しい問い合わせ

先は

札幌国税局人事第二課人事専門官

(8011-231-5011 内線2315)文は最寄りの税

務署の総務課にお尋ねください。

函館空港ターミナル駐車場

@工事掲PIi : 函館空港竺三主主~t:: J~前駐車場内 J
@工事期間:平成14年3月頃迄 コ

ターミナル駐車場町一部を新しし、道強 駐車場にする工事を行います.
且

1 ヒグマに遭遇しないために
(l) 役場などで事前に情報を待たヒグマの出没個所や、

ヒグマの出没を知らせる看板がある均所への立ち入り

は避けましょう.

特に、イヌを連れての立ち入りは、

興欝させることがあり危険です.

121 山林に入るときは集団での行動を心掛けるほか、鈴

をjj¥行したり、見通しの思い場所などで笛を吹くなど、

ヒトの存在を早めにヒグマに知らせる工夫をしましょ

っ.
(3) 早朝や夕方にヒグマの活動が活発になりますので、

細心の注意が必要です.

(4) 山野での飲食で、においの強いものは、ヒグマを引

き寄せる場合がありますので、控えたほうがよいでし

ょう.

危険なクマを作らないため、残飯、空き缶などのゴ

ミは必ず持ち帰りましょう.

ヒグマに注意

員
、
法
務
局
職
員

。
主
催
V
函
館
地
方
法
務
局
、
函

館
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い

る
今
金
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次

の
4
名
で
す

・
狭

間

勝

昭

8
2
1
0
0
1
2

・
大

谷

長

時

8
2
1
0
9
0
7

・
辻

知
子
8
2
0
0
0
2

.
小
田
島
照
枝
8
2
1
2
8
2
1

利
則
十八
儒
の
供
問
閲
胎

褒
ね
る

利
別
大
儒
の
供
用
開
始
に
つ
い

て
は
「
広
報
い
ま
か
ね
」
を
通
じ

7
月
上
旬
と
お
知
ら
せ
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
安
全
施
設
及
び
舗
装

工
事
等
に
よ
り
7
月
下
旬
か
ら
8

月
上
旬
を
目
途
に
事
業
推
進
を
図

っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

《槍
山
支
庁
耕
地
課
》

《
役
場
良
林
振
興
課
》

忽お、具体的広宜過揖制等については工事進行に
応じて.事前に現地でE褒内・周知を行います.

工事期間中は駐車可能台数の

減少や歩行者の巡行制限等で

ご迷惑をおかけいたしますが、

ご協力を芯願いいたします。

ヒグマを呉常に• • 同月
国
人
不
法
滞
在
、
不
法
統

労
防
止
に
佃
り
た
お
願
い

こ
こ
数
年
、
日
本
で
の
就
労
等

を
目
的
と
し
た
外
国
人
が
数
多
く

入
国
し
、
不
法
残
留
者
も
増
加
し

て
お
り
ま
す
。

笹
山
祭
で
は
関
係
機
関
と
連
椀
し
、

・
不
法
滞
在
外
国
人
に
よ
る
、

殺
人
や
強
盗
な
ど
凶
悪
事
件
の

防
止

-
来
日
外
国
人
が
、
事
件
事
故

の
被
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
の

防
犯
保
飽
活
動

7月 1日 (日)

午前 9時(登山開始)

『お申し込み ・お問い合わせ先』

O今金山岳会背木隆

82-0267 

0今金町総合体育館

82-2026 

時<>日

登
っ

て
み
ま
せ
ん
か
カ
ニ
カ
ン
岳

女
カ
ニ
カ
ン
岳
山
開
き
女

短豆豆島

-お問い合わせ ~ 
函館開発彊鐙師函館書調理世事務所軍3工..醒 ~ 

TEL<0138141-4156 ...... 

〕0
 

1
 

〔

2 ヒグマに遭遇したら
([) 落ち着いて状況判断をしましょう。特に、走って逃

げたりすると追いかけてくるので危険です。

121 ヒグマを発見しこちらに気づいていないようであれ
ば、静かに立ち去りましょう.また、距離が近いJ!l合

は、視線をそらさずゆっくりと後退してください.

131 子グマに遭遇した場合は、母グマが近くにいます.
すみやかにその場から離れてください.

-
外
国
人
の
適
正
雇
用
に
向
け

た
、
雇
用
主
へ
の
働
き
か
け
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

-
不
審
な
外
国
人
の
住
居
や
稼

働-
沿
岸
や
港
付
近
で
不
審
な
船

や
車
両

な
ど
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
時

は
、
山
田
甘
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

《
北
槍
山
警
察
署
》

8
4

6

1
1
0
 

社会福祉協議会だより 13・5・10
斑光白星学ご2園号、 1、 2jlこ.子!~岡1意、社会術祉協部会への
多額の 11 ありがとうございました.(敬体略)

《却iI路市》 《北槍山間T))

r兵 西 信 義 合唱団 「つ ばさ 』

《苫小牧市》 《今金町》
阪 爪 正 {査 境 田 夫

《室蘭市》 大 倉 17 雄

前 回 登喜 子 いまかねへルパー友の会

《函館市》 「 す ず り ノu 」

高 橋 手口 子 ボランティアパンク
《上ノ園田T)) 「 ひ ま わ り J 

大 谷 松 三 郎 大 松 春 男
r長 回 平日 子

〕-1
 

〔



(重点目標)

圃哩固目
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ

で

も
が
、

町

の

歴

史
や

自

然

・

文
化

を
大
切

に
し

家
庭

や

学
校
、
地
域
社
会

の

き
ず

な

を
深
め

熱
意
を

も

っ
て、

自

ら

楽
し

く

健
や

か

に
学

び
合

い
ま

し
ょ
う
。

社会教育

だより
第295号

き
れ
い
な
窓
か
ら
春
の
日
差
し

去
る

4
月
引
日
(
土
)
、
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
「
ひ
ま
わ
り
」

(
代
表

川
島
種
子
)
に
団
体
と
し

て
登
録
し
て
い
る
役
場
野
球
部
の

部
員
が
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
豊

寿
園
(
園
長
吉
田
諭
)
の
窓
拭

き
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

午
前
中
に
行
わ
れ
た
窓
拭
き
作

業
で
は
、
始
め
に
外
側
の
汚
れ
を

洗
剤
で
洗
い
流
し
、
次
に
内
側
の

汚
れ
を
拭
き
取
る
手
順
で
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
冬
期
間
に
付
着
し
た

窓
の
頑
固
な
汚
れ
を
持
ち
前
の
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
で
次
々
と
洗

い
落
と
し
て
い
く
野
球
部
員
の
団

結
力
が
印
象
的
で
し
た
。

す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
っ
た
窓

を
通
し
て
見
渡
す
外
の
景
色
は
春

の
暖
か
い
日
差
し
が
と
て
も
心
地

よ
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
お
り
ま

す
。す

べ
て
の
窓
拭
き
作
業
は
約

2

時
間
で
終
了
し
ま
し
た
が
あ
ま
り

参
加
す
る
機
会
が
少
な
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を

H

役
場
野
球
部
μ

と
い
う
団
体
活
動
の

一
つ
と
し
て

体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
相
手
を
思

い
や
る
気
持
ち
ゃ
自
主
性
が
芽
生

え
、
更
に
団
結
力
が
増
し
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

作
業
に
あ
た
っ
た
役
場
野
球
部

員
達
は
疲
労
の
様
子
を
全
く
見
せ

ず
、
午
後
か
ら
の
練
習
に
励
ん
で

お
り
ま
し
た
。

• • 

〈
支
援
〉
で
つ
く
る

学
び
の
ま
ち
づ
く
り
』

『〈自
主〉

と

p
a
r
t
2
 

1
第

2
次
今
金
町
社
会
教
育
中
期
計
画
よ
り

i

広
報

5
月
号
で
は
、

「
い
ま
か

ね
学
び
の
道
標
べ

1
第
2
次
今
金

町
社
会
教
育
中
期
計
画
」
の
全
体

概
要
と
し
て
今
後

5
ヶ
年
間
の
目

標
と
重
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。
こ
の
目
標
と
重
点
を
受
け

て
、
社
会
教
育
分
野
、
社
会
体
育

分
野
、
文
化
財
保
護
分
野
の

3
分

野
で
は
、
更
に
重
点
事
項
を
絞
り

込
み
実
施
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
分
野
別
推
進
の
重

点
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す。口
社
会
教
育
分
野

交
健
や
か
な
子
供
た
ち
を
育
む
活

動
の
支
援

1
生
涯
学
習
の
ス
テ
ー

ジ
は
乳
幼
児
期
か
ら
。
将
来
を
担

う
子
供
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
こ

と
は
全
町
民
の
願
い
で
あ
る
こ
と

を
基
本
と
し
、
学
習
活
動
だ
け
で

は
な
く
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と

連
携
し
広
く
育
成
活
動
へ
の
積
極

的
支
援
を
進
め
ま
す
。

女
多
様
な
活
動
を
支
援
す
る
情
報

提
供
・
相
談
体
制
づ
く
り

1
趣

味
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
含
め
学
習

活
動
に
お
け
る
ニ

l
ズ
は
、
日

々
、
多
種
多
様
で
広
範
に
な

っ
て

き
て
い
ま
す
。
講
師
紹
介
や
教

材
・
教
具
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

求
め
に
応
じ
た
援
助
が
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

ム
H

地
域
に
根
づ
い
た
国
際
交
流
活

動
の
推
進

1
本
町
で
は
こ
れ
ま
で

様
々
な
交
流
活
動
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た

国
際
交
流
に
基
づ
き
、
更
に
発
展

さ
せ
た
交
流
活
動
を
進
め
ま
す
。

女
自
主
的
学
習
活
動
支
援
の
た
め

の
拠
点
施
設
の
整
備

1
学
習
意
欲

を
支
援
す
る
条
件
づ
く
り
の

一
環

と
し
て
生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
の

整
備
充
実
を
図
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、

二

三

四
八
八

ヒ
ト
が
な
ぜ
、
い
つ

ご
ろ
二
足
歩
行
を
始
め

た
の
か
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
ま
だ
解
明
さ
れ
な

い
多
く
の
謎
が
あ
り
ま

す
が
、
現
在
で
は
森
の

中
で
二
足
歩
行
が
か
な

り
完
成
し
て
か
ら
草
原

に
出
て
い
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
草
原

に
中
途
半
端
な
姿
勢
で

出
て
い
っ
た
な
ら
、
た

ち
ま
ち
肉
食
動
物
の
餌

食
と
な
っ
た
で
し
ょ
う
。

サ
バ
ン
ナ
進
出
を
遂

げ
た
初
期
人
類
は
、
マ

メ
科
や
イ
ネ
科
な
ど
の

ほ
か
、
様
々
な
地
下
茎

類
を
食
べ
な
が
ら
、
二

足
歩
行
で
長
距
離
移
動

を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
地
下
茎
類
の
獲
得
に
は
、

掘
り
棒
の
よ
う
な
道
具
が
発
明
さ

れ
、
ウ
サ
ギ
な
ど
の
小
動
物
の
狩

猟
や
、
武
器
と
し
て
も
役
立
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

ピリカ遺跡への遠い道のり(3)
ロ
社
会
体
育
分
野

安
健
康
学
習

・
ス
ポ
ー
ツ
の
学
習

機
会
の
充
実
と
情
報
提
供
・
相
談

体
制
づ
く
り

1
健
康
事
つ
く
り

・
体

力
づ
く
り
を
観
点
と
し
た
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
と
日
常
化
を
図
り
、
各

年
代
で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
同
様
の
観

点
か
ら
関
係
機
関
等
と
の
連
携
に

よ
り
情
報
提
供
、
相
談
づ
く
り
を

進
め
支
援
し
ま
す
。

女
健
康
で
た
く
ま
し
く
生
き
る
子

供
た
ち
の
支
援

1
心
身
の
醸
成
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
が
持
つ
特
性
を
活

か
し
て
、
乳
幼
児
か
ら
学
齢
期
ま

で
、
健
全
育
成
活
動
と
し
て
の
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
進
め
ま
す
。

女
地
織
に
根
づ
い
た
団
体
活
動
の

支
援
体
制
。つ
く
り

1
自
ら
の
団
体

の
活
性
化
を
図
る
観
点
に
基
づ
い

た
指
導
者
養
成
に
努
め
る
な
ど
、

一
層
の
自
主
的
活
動
が
行
わ
れ
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

ム
H

社
会
体
育
施
設
の
充
実
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進

1
望
ま
れ

る
施
設
の
整
備
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
有
効
活
用
と
自
主
的
取
り

組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
施
設
を

拠
点
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
養
成
と
活
動
機
会
の
提
供

に
努
め
ま
す
。

口
文
化
財
保
護
分
野

交
郷
土
の
歴
史
と
文
化
を
引
き
継

ぐ
人
，つ
く
り

1
地
域
に
伝
わ
る
歴

史
や
文
化
な
ど
、
現
在
ま
で
受
け

こ
れ
ら
の
猿
人
と
サ
ル
と
の
大

き
な
違
い
と
し
て
、
犬
歯
の
縮
小

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
サ
ル
類
の
オ

ス
の
犬
歯
は
か
な
り
大
き
い
の
で

す
が
、
こ
れ
は
オ
ス
同
士
の
メ
ス

獲
得
の
闘
い
と
関
係
し
、
み
ん
な

が
ボ
ス
ザ
ル
に
な
り
た
い
と
な
る

と
、
な
り
や
す
い
特
徴
を
も
っ
た

形
態
が
選
択
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

犬
歯
が
小
さ
い
の
は
、
そ
う
し
た

闘
い
が
少
な
く
、
オ
ス
同
士
の
攻

撃
的
な
関
係
に
よ
る
社
会
的
な
統

制
が
な
く
な
っ
て
い
た
証
拠
で

す
。
で
は
、
そ
れ
に
替
わ
る
統
制

は
何
か
と
い
う
と
、

一
夫

一
婦
制

の
よ
う
な
オ
ス
と
メ
ス
の
ベ
ア
の

強
い
つ
な
が
り
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
家
族
の
原
型
が
猿
人
(
ア
ウ

ス
ト
ラ
ロ
ピ
テ
ク
ス
)
段
階
で
す

で
に
あ
っ
た
の
で
す
。

最
古
の
ア
ウ
ス
ト
ラ
ロ
ピ
テ
ク

ス
は
、
制
万

1
m
万
年
前
の
東
ア

フ
リ
カ
の
ア
フ
ァ

ー
ル
猿
人
で

す
。
制
万

1
別
万
年
前
に
は
分
布

域
を
東
ア
フ
リ
カ
か
ら
南
ア
フ
リ

カ
ま
で
広
げ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

時
期
の
猿
人
は
も
の
を
噛
む
機
能

が
や
や
頑
丈
な
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
猿

人
で
す
。

一
方
、
東
ア
フ
リ
カ
で

は

m万
年
頃
に
、
垂
直
方
向
に
も

の
を
噛
む
力
が
強
く
、
臼
歯
列
が

• • 
継
が
れ
て
き
た
遺
産
を
学
習
資
源

と
し
、
町
民
と
の
交
流
の
場
を
設

定
し
な
が
ら
後
世
に
引
き
継
ぐ
た

め
の
人
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

女
文
化
財
資
料
の
収
集
・
保
存
事

業
の
推
進

1
文
化
財
情
報

・
資
料

の
収
集
に
努
め
、
文
字
や
映
像
メ

デ
ィ
ア
等
で
の
記
録
化
に
よ
り
、

有
形
無
形
の
資
料
を
保
存
し
ま

す。女
郷
土
を
理
解
す
る
た
め
の
学
習

機
会
と
情
報
提
供

1
町
の
生
い
立

ち
ゃ
生
活
文
化
な
ど
を
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
提
供
し
、
郷
土
学

習
が
年
代
問
わ
ず
行
わ
れ
る
環
境

づ
く
り
を
図
り
ふ
る
さ
と
に
心
を

向
け
る
町
民
の
育
成
に
努
め
ま

す。品川
郷
土
の
歴
史
を
伝
え
る
学
習
施

設
の
整
備
と
充
実

1
心
の
よ
り
所

と
し
て
の
史
跡
の
整
備
保
存
を
進

め
、
歴
史
学
習
の
情
報
基
地
と
し

て
の
活
用
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

町
や
自
己
の
生
い
立
ち
を
振
り
返

り
、
将
来
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で

き
る
郷
土
学
習
の
場
と
な
る
拠
点

施
設
の
整
備
充
実
を
図
り
ま
す
。

以
上
に
基
づ
い
て
、
各
分
野
に

お
い
て
毎
年
の
実
践
が
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

次
号
で
は
、
各
年
代
に
お
け
る

発
達
課
題
や
達
成
方
策
か
ら
、
様

々
な
学
習
活
動
の
ヒ
ン
ト
を
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
つ
づ
く
)

巨
大
化
し
た
「
ロ
ブ
ス
ト
型
」
と
い

わ
れ
る
一
種
の
エ
チ
オ
ピ
ク
ス
猿

人
が
登
場
し
、
別
万
年
頃
に
、
エ

チ
オ
ピ
ク
ス
猿
人
を
母
体
と
し
た

「
超
ロ
ブ
ス
卜
」
の
ボ
イ
セ
イ
猿
人

が
登
場
し
ま
す
。
さ
ら
に
附
万
年

頃
ま
で
に
は
南
ア
フ
リ
カ
に
も
ロ

ブ
ス
卜
型
で
あ
る
ロ
ブ
ス
卜
猿
人

が
現
れ
ま
し
た
。
彼
ら
は
と
も

に
、
問
万
年
前
頃
ま
で
生
き
、
そ

し
て
絶
滅
し
ま
し
た
。
(
つ
つ
く
)

〕2
 

1
 

〔

ピ
リ
カ
遺
跡
発
掘
作
業
員
の
募
集

6
月
中
旬
頃
か
ら
お
こ
な
う
発

姻
調
査
の
作
業
員
を
若
干
名
募
集

し
て
い
ま
す
。
年
齢
は
切
歳
く
ら

い
ま
で
で
健
康
な
方
。
日
日
ま
で

に
文
化
財
保
護
係
へ
履
歴
書
を
提

出
し
て
下
さ
い
。

教
科
書
の
展
示
に
つ
い
て

本
年
度
は
平
成
凶
年
度
か
ら
使

用
さ
れ
る
小

・
中
学
校
用
教
科
書

の
採
択
の
年
で
あ
り
、
そ
の
教
科

書
を
展
示
し
ま
す
。

一
般
の
皆
様
に
は
左
記
の
通
り

公
開
し
ま
す
の
で
閲
覧
願
い
ま

す。

記

場 期
所間

ハ
O
同
月

1
4
口
M
Z
3
ヴ

d
同
月

川
H

日
μ

教
育
委
員
会

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

引まu，
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∞
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(
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6月み命なの健康
今
金
町
の

お
年
寄
り
と

在
宅
介
護

年
齢
を
重
ね
る
と
、
病
気
や
障

害
な
ど
で
身
体
が
不
自
由
に
な
っ

た
り
、
な
ん
ら
か
の
支
援
や
介
殺

が
必
要
に
な
る
方
が
多
く
な
っ
て

き
ま
す
。

今
金
町
の
お
年
寄
り
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
?

-
介
護
が
必
要
な
方

今
金
町
に
は
平
成
同
年
l
月
末

現
在
で
侃
才
以
上
の
お
年
寄
り
が

i
，

7
9
0
人
い
ま
す
が
そ
の
う

ち
2
3
9
人
の
方
が
「
日
常
生
活

上
、
何
ら
か
の
支
援
や
介
護
が
必

要
な
状
態
」
で
あ
る
と
介
護
認
定

審
査
会
で
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

(
申
請
し
な
け
れ
ば
認
定
さ
れ
な

い
の
で
、
も
う
少
し
必
要
な
人
が

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
)
「
支
援

や
介
護
が
必
要
な
状
態
」
と
さ
れ

な
が
ら
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
方
は
白
人
で
す
。

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
は
訪
問

介
護
・訪
問
看
態

・通
所
介
諮
・
通

所
リ
ハ
ビ
リ

・
短
期
入
所

・
配
食

サ
ー
ビ
ス

・
布
団
乾
燥
サ
ー
ビ
ス

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
在
宅
生
活
が

困
難
な
状
況
に
な
る
と
介
護
保
険

施
設
の
入
所
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
。
入
院
も

施
設
も
利
用
で
き
る
人
数
に
限
界

が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

今
金
町
に
は
老
人
保
健
施
設

「
と
し
べ
つ
」
と
豊
寿
園
と

2
ヶ
所

あ
り
ま
す
の
で
み
ん
な
で
上
手
に

利
用
し
な
が
ら
、
在
宅
生
活
や
在

宅
介
諮
を
支
え
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

-
痴
呆
の
増
加

高
齢
化
に
伴
い
、
今
金
町
で
も

痴
呆
の
老
人
の
方
は
増
え
て
い
ま

す
。
痴
呆
に
よ
る
「
物
忘
れ
」
は
、

い
わ
ゆ
る
普
通
の
「
ど
忘
れ
」
と

対じ』、ちTん
、乙山相叫す肉、!1

d 

• 
は
泣
い
ま
す
。「
ど
忘
れ
」
は
し
ば

ら
く
す
る
と
「
あ
っ
、
そ
う
い
え

ば
1

」
と
思
い
出
せ
ま
す
が
痴
呆

に
よ
る

「
物
忘
れ
」
は
忘
れ
た
こ

と
さ
え
も
忘
れ
て
し
ま
う
独
特
な

物
忘
れ
で
す
。
こ
れ
ら
の
物
忘
れ

へ
の
対
応
も
含
め
て
痴
呆
の
方
へ

は
適
切
な
介
護
方
法
が
必
要
で

す
。
痴
呆
の
早
期
発
見
も
大
切
で

す
が
そ
れ
と
平
行
し
て
痴
呆
の
方

の
介
秘
方
法
に
つ
い
て
も
知
識
を

得
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ

ま
す
。
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

で
も
在
宅
介
護
に
つ
い
て
の
い
ろ

い
ろ
な
と
相
談
に
の
ら
せ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
高
齢
に
な

っ
て
も

い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

今
金
町
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

、…ー…一…._."-一 .-.咽咽 ， 

同 | 対 象 斤 実施日 n寺 1m 備 考

曜年
主住民 L6月4日 J- 30 1- |醇庫相盟(血庄測lI' 毘瞳査}

" 16月11日 9 30 e ' 
" 6月18日 9 J- 30 " 
M 7月9日 9 J- 30 • • 

民緑利川河地地区区の旦住生民E 6月14日 13 30- 30 楠JI[I ' 
6月20日 14 目。~ 。。 " 

|無マ医チ地科)区巡回診療 {リウ 川通院氏恥され口刑て問いるJ方ノ ¥ .1 "-r'~ 6月18日(月) 1 10: 00- 総合福祉施設内保世センタ 引E雲師総診合察病(院有料リ)ウマチ科

住民検診(予約制) 20歳以上の町民の方
1

6月
302日

1
日(土()

日)ヘ
受日付時15H~11

1 1 00 総合福祉施設内保田センター
お知らせ参照

11830000~~2101300 
0 

3歳児健J~ 1110年 4.5月生れの干 6月6日{水)
受

1'1
付時

'15
間
-15: 00 

器官福祉瞳設内保障センター 持ち物母子手帳タオルなど

|臼
4
検ヶ査

月児相談 11 
1113年 2月生れの干 6月18日(ij) 畳

13
付時

15!~
日1
13 30 

*"合福祉施設内保世センタ 持ち物母子手相タオルなど

6ヶ月克也診 1112年10・II月生れの干 6月18日(月)
畳14ff

時
45!~

日1
1500 

総合福祉施設内保世センター 持ち物母干手帳タオルなど

すくすく子育てダイヤル 乳つ児保及理び吉
内

l !)ef持
6月11日[月) 9 : 00-12 : 00 総合福祉施設 電相談話

8
によ

2
る
2
心
78
配
0
事などの

|問 11 18日日({月金)}
~ 

13: 30-16: 00 岩間医院

3極混合予防接樋(2J剖)
小学校6年生(J1 . 12歳) 同上 13: 30-16 : 20 富田医院

母子手帳 干診烈を忘れ

ホジフテリア ー破傷風 ずに
|開i1l3日日((月水))

~ 
14: 30-15: 00 今壷町田県病院(小児科外来) *予診票は缶病医療機関

にも用意してあります.

3岨毘台予防接種l期間四 追加
対
ζ
案象者内にしはて刊日圭程主表旦

に I ~ 月日 (2削日間
14: :lO-15: 00 今金町田保病院(小児科外*)

精神保他福祉相談 全住民 6月14日{月) 13: 30-1(1: 20 八雲保健所今金支所
今申

A
込金̂"支みず

m

所
n

問(2i四合2品せ-0
先

、
251) 

〈お知らせ〉

会無医地区巡回世主瞭(嗣院の治時と同じです)

持ち物語額料金 他聞保険証老人医師畳枯骨.iA(70館以上の方)

会住民検診

検肱内容胸部レントゲン輸査 血液崎査 ullt制，(，比中脂質貧血肝機fM. 'N惜能) エキノコックス検問(冊f(1-f.i'ト尿憤査心'，Ii凶検査眼

底検査(希望者)

※予約の取り泊L，::rpは事前にご連結ください.

《予約申込 -[1¥1合せ先》今金町総合福祉絡段としべつ 保他福祉課他雌づくり係 保健師 B 2~2780 まで.

• 

原爆死没者の氏名 ・遺影を
募集しています

年金ワンポイント講座• • 
原爆死没者追悼平和記念館は、被爆者援護法に

基づき、原爆死没者の尊い犠牲を銘記し、恒久の
平和を祈念するため、被爆地である広島と長崎に
設置するものであり、広島については平成I'1年
度、長崎については平成15年度の開館を目指し
て、その準備を進めています。厚生労働省、広島
市及び長崎市では、開館後に入館される方へ公開
することを目的として、原爆死没者の方の氏名及
び写真(巡影)を募集しています。つきましては、
死没者のご逃族の方々のご協力をお願いいたしま
す。

20歳のとき加入の手続きを怠り、つい
ついそのままにしてお歳まできてしま
いました。今から加入しても大丈夫で
すか。

田

お
や
つ
を
上
手
に

食
べ
よ
う
1

(
大
人
編
)

仕
事
の
休
憩
時
間
や
小
腹
が
空

い
た
時
、
普
段
ど
の
よ
う
な
お
や

つ
を
食
べ

て
い
ま
す

か

?

つ
い
お
菓
子
や
甘
い
飲
み
物
で

済
ま
せ
て
い
ま
せ
ん
か
っ

お
や
つ
の
役
割
の
ー
っ
と
し
て

「体
や
心
の
疲
れ
を
癒
す
」
と
い

う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
か
と
思
い

ま
す
。
お
や
つ
は
食
生
活
の
潤
い

を
も
た
ら
す
大
切
な
も
の
で
す
が

食
べ
方
を
一
歩
間
違
う
と
健
康
を

害
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
ま

せ
ん
。大

人
の
お
や
つ

H
気
分
転
換
と

思
っ
て
好
き
な
も
の
(
例
え
ば
甘

い
お
菓
子
や
境
分
、
納
の
多
い
お

菓
子
、
甘
み
の
あ
る
飲
み
物
な

ど
)
ば
か
り
を
食
べ
て
い
る
と
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
糖
分
、
塩
分
の
摂
り
す
ぎ
か

ら
I
日
の
奴
取
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
て
生
活
習
慣
病
の
土
台
を
作

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
予
想
で
き
ま

す
。
お
や
つ
の
内
容
が
及
ぼ
す
体

へ
の
影
響
は
性
別
や
体
質
、
運
動

量
な
ど
に
よ
っ
て
違
っ
て
き
ま
す

[申込受付 ・詳しいお問い合わせは]
. (財)広島平和文化センター
追悼平和記念館準備室
80 82~543~ 6 271 

.長崎市原爆被爆対策部
追悼平和記念館開設準備室
8 095~811~3958 

白 老齢基一…劇こなるま
での40年間についてすべて保険料を納めることに
より、満額の年金を支給する仕組みです。このた
め、未加入や未納によって年金が減額されてしま
います。
保険料は2年以上経過すると時効により納める

ことができなくなりますので、 5年分すべての保
険料は納めることはできませんが、2年分はさか
のぼって納めることができます。今後は保険料を
納め多くの年金が受け取れるようにしましょう。
《役場 l階町民課年金係》

すぐに加入の手続きを取りましょう。

が
、
例
え
ば
最
も
栄
養
素
を
多

く
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
る
肉
体
労
働
を
し
て
い
る

若
い
男
性
の
場
合
で
も
現
代
の

日
本
人
の
食
生
活
で
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
糖
分
、
塩
分
は

3
度
の

食
事
で
充
分
補
え
て
い
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
お
や
つ
で
こ

れ
ら
の
栄
養
素
を
補
う
必
要
は

余
り
な
い
と
考
え
て
よ
い
と
思

い
ま
す
。
お
や
つ
の
本
来
の
意

義
は
『
3
度
の
食
事
で
は
補
い

き
れ
な
い
栄
養
素
の
補
給
』
で

す
の
で
、
ビ
タ
ミ
ン

・
ミ
ネ
ラ
ル

類
が
補
え
る
内
容
の
も
の
で
あ

れ
ば
満
点
で
す
。
現
在
日
本
人

が
不
足
し
て
い
る
栄
養
素
は
カ

ル
シ
ウ
ム
と
カ
リ
ウ
ム
で
す
の

で
こ
れ
ら
を
補
え
る
牛
乳

・
乳

製
品
や
適
量
の
果
物
が
お
や
つ

と
し
て
適
当
で
す
。
け
れ
ど
も
、

い
つ
も
ベ
ス
ト
な
お
や
つ
を
食

べ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
が

現
状
で
す
の
で
普
段
か
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
糖
分

・
塩
分
を
摂
り

す
ぎ
な
い
よ
う
な
お
や
つ
を
選

ん
で
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

健
康
を
保
ち
つ
つ
、
本
当
の

意
味
で
の
『
心
や
体
の
癒
し
』
に

で
き
る
よ
う
に
上
手
に
お
や
つ

を
楽
し
み
た
い
も
の
で
す
ね
。

(14) 

ご不明な点ご心齢点などありま..いつでも健康づくり係にご相談下机 (古品切丁目
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延安のアイドル運転免許証更新時講習のご案内

やま と

4佐々木大和ちゃん

(平成10年"月30日生まれ)

商工団地 佐 木々耳さん、睦聖さんの2男

【親から】
TVの正義のヒーローをこよなく愛す

る。 ，
きかん坊 ・食いしん坊 ・お例子育で元

気パワー全I朗自大怪臥 大和 です.
親の臨iいは只一つ . 
「地球の平和を守れ!J 

-優良講習(30分講習)
. 6月7日 ・21目、 7月5日

(午後 111寺)
北檎山町段村環境改善センター

・6月14目、 7月12日
(午後 l時)
今金町民センター

・一般講習(2時間)
. 6月 7日、 7月 5日(午後 2時)

北愉山IIIJ農村環境改善センター

瑠華ちゃん今金町の交通事故発生状況

， 

(平成10年12月16日生まれ)

中稲川 上村麻紀さんの長女
【親から1
:Jkが大好きで、散歩中もお兄ちゃんと

一緒に 「歩こう歩こう TJと大きな声で
歌ってます.
いつまでも元気でやさしい子になって

ほしいです.

砂上村

4月末計

10件
。名

11名

4月発生

O件

。名

O名

発生件数

死者数

傷者数

※ss運動(スピードダウン シートベルト活用)

で交通事故を未然に防ごう!

交通事故死ゼロ日数 208日

休日当番医
6月3日今金町国保病院(今金)

10日 北姶山町国保病院(北伶山)
17日岩間 医院(今金)

24日 道南ロイヤル病院(北給山)
(7月分については予定です)

7月1日今金町国保病院(今金) 62 -0221 
8日 道南ロイヤル病院(北檎山) 64-5011 
15日楢 崎医院(瀬棚) 67 -3021 

*当番医が急きょ変更となる場合がありますので ご了承下さい.

記 <= ※診療時間
tt t ttt| 午前10時から正午まで

午後 l時から 3時まで

新任保健婦を紹介します
はじめまして。4月から

新しく今金町の保健婦にな

りました河端麻実です。空

知管内の栗山町出身で、好

きなことは読書やスポーツ

ですが好奇心旺盛なので、

様々なことに興味を持ちま

す。不安の中でスター卜し

た保健婦一年生ですが、穏やかな人々と町並みに

支えられて頑張っています。これから皆さんにた

くさんのことを教わりながら、保健婦としてまた

人間としても成長していきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

62 -0221 
64 -5321 
62-0057 
64-5011 

住民の動態
4月末現在

前月対比
人口 7.027人( 53) 

男 3.388人 23)

女 3.639人( 30) 

世帯数 2. 725世帯 48)

。おたんじようおめでとう
~やか

内ケ[;.h綾花むのん 4月 9日(保護者
みは 守i守

中村 未歩ちゃん 4月13日(保護者
まよ

杉内 磨世ちゃん 4月17日(保護者
ま伝み

山北茨奈美ちゃん 4月21日(保護者

光野さくらむゃん 4月30日(保護者
..ひと

松浦 明仁ちゃん 5月 2日(保護者

固いつまでもおしあわせに

'1ぉ凶田義明さん(住吉)=大口

'/3杉本 窓彦さん(卜?ンケシ)=大貫

'1，中居 猛彦さん(高美町)=神野

Sん 出村 隆さん(東 町)=前川

園おくやみもうしあげます

阪井義勝さん 4月24日

内田ともさん 4月30日

須田幸雄さん 4月初日

三 島シノフ。さん 5月4日

栗谷川 徳貞さん 5月 5日

上回金之助さん 5月6日

i劇団明 三九 5月6日

408。令

良)春日対

正 )旭町

磨)上 金 原

哉)大和町

宏)南栄 IIIJ

明)11署 IAJ

寛

和

琢

達

昭

秀

。g。今や

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

ζ 

明美さん(昭和1AJ)

有希九(東町)

幸子さん(北槍山町)

朱美さん(上磯町)

68歳(末広町)

91歳(南町)

69歳(上鈴 金)

79歳(八鈴 )

91歳(八幡町)

98歳(末広 川n
75歳(高 美 川n

M
②
0
1

1
1
番

編
集
/
総
務
課
情
報
サ
ー
ビ
ス
係

〕6
 

1
 

〔

http・//www.hakodate.ol..jp/imakane/

5月15日受付分まで

ノFイQPlJホームページ

⑨再生紙を使用しています。


